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田村直臣のキリスト教教育論―その形成と変遷を巡って―  
論文内容要約 














































































































































序論  １ 問題の所在  ２ 研究史的状況  ３ 研究の方法論  ４ 研究課題と本書の構成 
 
第１章 築地バンドにおける「自由民権」との出会い 
 １節 前史－田村による時代考察 
１－１ 誕生から明治維新 
１－２ 明治新政府とキリスト教宣教黎明期 
 ２節 東京・築地居留地と築地バンド 
  ２－１ 本拠地としての東京 
  ２－２ 東京・築地の日本人キリスト者 
  ２－３ 日本宣教萌芽の地として築地居留地          
 ３節 クリスファ・カロザース 
  ３－１ クリストファ・カロザース評伝 








  １－４ アメリカ留学・クリスチャンホームとの出会い 
 ２節 帰国後の男女同権論 
 ２－１ 矢嶋楫子と「一夫一婦制建白」 
 ２－２ 田村ゑいとマリア・トゥルー 
 ２－３ 著作から見る田村の男女同権論 
３節 「日本の花嫁」事件   
  ３－１ 「花嫁事件」の概要 




 １節 巣鴨自営館と数寄屋橋教会時代  


























章末資料１ 11年制・14年制カリキュラム比較  




 １－１ 大正自由教育と宗教教育 
 １－２ 科学的研究としての宗教教育 
 １－３ 宗教教育の目的としての「国民教育」 
 １－４ 宗教教育の方法と実際 
２節 『児童中心のキリスト教』に込められたもの 
 ２－１ 田村の語る「児童中心」・「子供本位」 
 ２－２ キリストの児童観 
 ２－３ 「神の子」キリストの表象 
３節 「バルト神学」（弁証法神学）と田村の宗教教育論 
  ３－１ 『宗教教育の手引き』から「日曜学校全廃論」へ 
３－２ 「ナザレのイエス」に示された田村の福音理解  
３－３ 「対バルト神学」の遺稿  
 要約的考察 
 
結論 
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